
【取組内容】 校務DX化

京丹波町立和知小学校（京都府） 【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

校内での情報共有は、学校運営の要の１つである。しかしながら、１つ１つの情報を共有す
ることはなかなか難しい。そこで、teamsのチャットを用いて、教科指導の工夫・児童の様
子・嬉しいお知らせなど、些細な情報をいつでもどこでも発信できるし、閲覧できることが
可能になった。

授業の様子を紹介
この日は、校長が各教室を周り、授
業で知り得た情報をアップ！

この投稿を「読みまし
たよ！」という意味で
“いいね！”アイコン
を付ける。 投稿に対するリプライ。

必ずしもリプライをする必要は
なく、投稿したい時にアップす
るようにしている。
このやりとりをもとにして、他
の教員も指導の工夫をテーマに
した会話が進む！
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月・週の予定は、その都度、更新されていく。そこで、Excelで作成したファイルをteamsに
アップしておき、常に情報を更新させていく。

教員は、いつでも、どこでも予定を確認したり、入力したりすることができる。常に更新されてい
くので、紙面での配布をすることが少なくなった。

出張等が分かれば、教務だけが
入力するのではなく、担当の教
員も入力をして、口頭で報告を
する。
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